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第６回幹事会では、「平成３０年度事業報告及び収支決算」、「令和元年度事業計画（案）

及び収支予算（案）」、「大館北秋田地域林業成長産業化協議会規約の改正」について協議を

行いました。 

 

【協議内容】 

（１）平成３０年度事業報告及び収支決算について 

・事務局より説明。質疑、意見等なし。 

 

（２）令和元年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

＜アドバイザー＞ 

・秋田県大館北秋田地域 林業成長産業化地域構想推進・進捗管理業務の委託内容につい

ての補足として、６月以降に１回／月の頻度で事務局から進捗状況報告を受け、それを基

にやるべきことを提案する。協議会員からのヒアリングも行う。 

・森林再生基金（仮称）について事例収集し、今年度３回目の部会（１０月頃）で報告し、

同時にこの地域に適した形態の提案も行いたい。 

・コンテナ苗育成のマニュアル化の内容を考えるとともに、共有形式（例：協議会の内部

資料とする、苗木生産者間のみで共有する等）を検討したい。 

 

＜秋田スギ・認証材利用促進部会（副部会長）＞ 

・資格取得について、旅費請求は１年度分を一括ではなく、半年に１回などに分けて行え

るようにしてほしい。 

・クリーンウッド法の加工分野における申請について、上部団体で動きがないため個々で

申請している状況。協議会でまとめて申請できないか。 

 

（３）大館北秋田地域林業成長産業化協議会規約の改正について 

・事務局より説明。質疑、意見等なし。 

 

 

【その他・コメント】 

＜オブザーバー＞ 

・今年度はモデル事業の中間年であり、折り返し地点。しっかり方向付けをしないと今後が

厳しくなる。 

・国有林からも引き続きサポートをするつもりである。特に低コスト化については、国有林

を現地検討の場としていただき、地域のみなさんにも理解していただければ。 

・これまでの２年間は「考える時間」だった。今年度以降は、設定したフィールドでの施業

をはじめとする循環の実現の時期となる。 
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・他地域を含む秋田県内では丸太の需給状況がいびつになっているが、この取組が地域内で

材を循環させる事例となればいい。 

 

＜アドバイザー＞ 

・今年度は試行の時。今後試行に対する評価、改善も行うということを意識してほしい。 

・クリーンウッド法関連については、今週、上部団体の会議に出席するので、話をしてきた

い。その上で、協議会でどう動くのがいいのか検討できれば。 

・新しいものを取り入れつつ、動きながら考えてほしい。必要な情報は提供したい。素材生

産からハウスメーカーまで統一的なバーコードによる情報管理をしようという動きもある。

 

 



大館北秋田林業成長産業化協議会　第５回幹事会（令和元年５月２０日）


